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過去主義の立場で答えてください。黙示録は、なぜアジアの
教会に向けて書かれているのですか？当時のアジアはユダヤ
にとってどんな意味があるですか？旧約時代との連想はあり
ますか？

 

OpenAI o1  

黙示録がアジア（小アジア）の諸教会に宛てられている理由（過去主義〈プレテリスト〉的視点）

黙示録が書かれた当時（1世紀末頃）、アジアと呼ばれる地域はローマ帝国の一部であり、特に「小アジ
ア」（現代のトルコ西部）は多くの都市が栄えた重要な地方でした。黙示録冒頭の「アジアにある七つの教
会」（黙示録1:4, 11）はローマ帝国のアジア属州に属する町々（エペソ、スミルナ、ペルガモ、テアテラ、
サルデス、フィラデルフィア、ラオディキア）です。

過去主義（プレテリスト）の視点からは、黙示録は主として1世紀の教会に差し迫っていた問題（皇帝礼
拝、ユダヤ・ローマ戦争の余波など）に対する警告や励ましとして執筆され、受取手も当時の現実と直結す
る読者でした。そのため、著者ヨハネ自身が流刑に遭っていたパトモス島（黙示録1:9）もエーゲ海にあり、
小アジア沿岸部に近かったことから自然に「アジアの諸教会」へと宛てられていると考えられます。

1. 当時のアジア（小アジア）とユダヤ人コミュニティの状況  

1世紀の小アジアには、ディアスポラ（離散）のユダヤ人コミュニティが数多く存在していました。紀元前
からバビロン捕囚やその後の移住などを経て、ユダヤ本国（ユダヤ地方）を出たユダヤ人は地中海世界各地
に散らばっており、その中でもアジア州（小アジア）は地中海沿いの大都市が多く、商業や交易が盛んな地
域でした。たとえば使徒言行録では、パウロをはじめとする宣教活動の多くが小アジアを舞台にしており、
ユダヤ人の会堂（シナゴーグ）を拠点として宣教が始まるケース（使徒言行録13章や14章など）もしばしば
見られます。

ユダヤにとっての意味
当時のユダヤ人にとって、小アジアは単なる「異邦の地」以上に、同胞が多く住むディアスポラの一大
拠点でした。エルサレム神殿崇拝や祭りの時期には、小アジアを含む各地のユダヤ人が巡礼に訪れるこ
ともあったとされています（使徒言行録2:9 など参照）。
したがって小アジアは、ユダヤ本国からすれば「離散地」であると同時に、商業・経済の中心地であ
り、ユダヤ人コミュニティが強い繋がりを維持していた場所だったと考えられます。

2. 黙示録が小アジアの教会に宛てられた背景（過去主義的理解）  

過去主義の立場からは、黙示録の主要テーマの一つはキリスト者とローマ帝国の対立や、ユダヤ戦争（紀元
66–70年）やエルサレム神殿崩壊の余波に関連するとみることが多いです。特に、黙示録中にしばしば見ら
れる「迫害」「皇帝崇拝への抵抗」「神の裁き」は、1世紀末に差し掛かった教会の現実に根ざしていると
されます。その際、小アジアの諸都市は帝国内でも皇帝礼拝が活発に行われた場所として知られ、キリスト
者が信仰のゆえに圧力を受けやすい環境にありました。
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七つの教会が選ばれた理由
黙示録の1章11節で挙げられるエペソからラオディキアに至る七つの都市は、当時の小アジア西部を巡
回する「郵便ルート」の順序になっているとされています。これらの都市は互いに交易路や街道で結ば
れており、手紙の受け渡しにも実際的でした。
また、「七つ」という数は黙示録において象徴的意味（完全数）を持ち、単に七教会だけを対象にする
のではなく、小アジア全域、さらには普遍的な教会へとメッセージを波及させる意図も読み取れます。

3. 旧約聖書時代との連想・背景  

a) 離散（ディアスポラ）の発端と継承  

旧約時代にバビロン捕囚（紀元前586年）がおこり、多くのユダヤ人が異邦に連行され、その後も完全には
故国に戻らず各地に定住する者がいたことがディアスポラの始まりです。ペルシア、ギリシア、さらにロー
マ時代を経て、多くのユダヤ人が各地に散らばっていく大きな流れがありました。この流れの延長線上に、
小アジアのユダヤ人コミュニティがあったと考えられます。
したがって黙示録当時のアジア教会の状況は、旧約聖書における「異国の地で生きる神の民」というモチー
フ（例：エレミヤやエゼキエルが捕囚の地で預言をした状況）と重ねて理解されることもあります。

b) 預言書の言語表現と黙示文学の継承  

黙示録は、旧約の預言書（特にダニエル書、エゼキエル書、イザヤ書、ゼカリヤ書など）と多くの言語・イ
メージを共有しています。旧約の黙示文学や終末的預言の文脈はしばしば、イスラエルの民が異邦の帝国の
支配下にあって、神の裁きと救済がやってくるという構図を描きます。黙示録でも、ローマ帝国が象徴的に
「大バビロン」と呼ばれる（黙示録17–18章）ように、旧約時代のバビロン支配を連想させる描写が意識的
に用いられていると解釈されています。
これは、ユダヤが体験した異邦支配（バビロニア、ペルシア、ギリシアなど）の歴史と、その支配のただ中
で神の民がどう生きるかという神学的テーマを、小アジアの教会に引き継いでいる、とも見ることができま
す。

まとめ  

1. 地理・歴史的背景
小アジア（アジア属州）はローマ帝国下で繁栄し、大都市と交易路が整備された戦略的な地域
だった。
ディアスポラのユダヤ人が多数住んでおり、初代教会の重要な拠点となっていた。

2. 黙示録がアジア教会に宛てられた理由（過去主義的視点）
1世紀末に生じていた皇帝礼拝や迫害と深く結びつく場所であった。
著者ヨハネが流刑されたパトモス島が近く、実際の受取手としての七つの教会が地理的にも象徴
的にも意味をもった。

3. 旧約時代との連想
バビロン捕囚による「離散の民」という背景が新約時代にも継承されている。
黙示録の黙示的な文体や象徴表現は、旧約のダニエル書・エゼキエル書などと多くの共通点を持
つ。
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ローマ帝国を「バビロン」に喩えるなど、旧約での異邦支配下にあるイスラエルの構図を想起さ
せる。

以上が、黙示録がなぜ小アジア（ローマ帝国アジア属州）の諸教会に向けて書かれたのか、その当時アジア
がユダヤや初代教会にとってどんな意味があったのか、さらに旧約聖書時代との関連という観点から、過去
主義の立場で整理した要点です。黙示録のメッセージは、旧約以来の「異邦支配の只中で神の契約の民がど
う生きるか」という普遍的テーマを小アジアの教会に当てはめ、1世紀末の現実的危機に警鐘を鳴らしつつ
希望を与えるものであったと見ることができます。

ディアスポラの集会が、初期キリスト教伝道の大きな対象
だったということですか？異邦人地域のユダヤ人たちは、古
い神殿を中心にした礼拝時代から、新しい教会を中心にした
礼拝に変わっていく。

 

OpenAI o1  

ディアスポラの会堂（シナゴーグ）と初期キリスト教伝道の関係

初期キリスト教の宣教史を振り返ると、新約聖書の『使徒言行録』やパウロ書簡などにあるように、ディア
スポラ（離散）のユダヤ人会堂がキリスト教伝道の大きな拠点となったのは確かです。パウロをはじめとす
る使徒たちは宣教旅行の際、まず「会堂」に足を運び（使徒言行録13:14、14:1、17:1–2など）、そこで旧
約聖書（特にギリシャ語訳聖書〈七十人訳〉）を用いてキリストがメシアであることを宣べ伝えました。こ
れは、すでに聖書（旧約）を信仰の基盤としているユダヤ人や、ユダヤ人の会堂に集まる「神を畏れる異邦
人（God-fearers）」に対して、旧約の預言の成就としてイエスを紹介しやすかったためです。

1. ディアスポラのユダヤ人と初期キリスト教  

ディアスポラ会堂での宣教
ディアスポラのユダヤ人は、エルサレム神殿（70年にローマ軍によって破壊）を中心とする礼拝に直接
参加できる距離にはおらず、日常的な信仰生活の中心を「会堂（シナゴーグ）」に置いていました。そ
こで聖書の朗読や祈り、律法の教育が行われていたため、宣教者が新しい「福音（イエス・キリストの
福音）」を説くには最適な場となりました。
“神殿崇拝”から“会堂中心”へ
ユダヤ教内では神殿崇拝が失われた（あるいは大きく制限された）後、会堂や律法の学びが信仰共同体
の中心機能を担うようになります。紀元70年のエルサレム神殿崩壊後は特に、ユダヤ本国でもディアス
ポラでも「会堂」が礼拝・教育・共同体維持の核となりました。
キリスト教会の形成
そこからさらに、イエスをメシアと信じる者たちが増え、しだいにユダヤ教会堂のコミュニティから分
かれていく動きが起こります。初期の段階ではキリスト者たちも会堂に出入りしていましたが（ヤコブ
の手紙2:2の「集会」という語も“シナゴーグ”を指す可能性あり）、ユダヤ教の主流からは「イエスはメ
シアではない」と見なされ、特に1世紀末以降はしだいに対立が明確化していきます。こうしてキリス
ト者たちは独立した集会を形成し、「教会（エクレシア）」として自立していきました。

2. 異邦人地域のユダヤ人たちが教会に加わる流れ  
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パウロの宣教活動
使徒パウロは、まずは同胞ユダヤ人に向けて宣教し、同時に会堂に集まる異邦人信者予備軍（ユダヤ教
に好意的な異邦人）にも福音を伝えました。そこでイエスをメシアと受け入れた人々が新しい共同体を
形成し、それが「キリスト教会」と呼ばれるようになります。たとえばピシディアのアンティオキア、
イコニオン、テサロニケ、コリントなど、パウロが伝道した主要都市で同様のパターンが見られます。
会堂から教会へ
会堂に集まっていたユダヤ人・異邦人の一部がキリストをメシアと信じ、洗礼を受けて教会に加わると
いう流れが各地で生じました。これは「神殿崇拝の時代」が終わり（あるいは極めて制限され）、異邦
世界に散ったユダヤ人の信仰実践が会堂を軸としていたところに、新しい「教会」という共同体のビ
ジョンが示された結果とも言えます。
神殿破壊の影響
紀元70年にエルサレム神殿が崩壊したことにより、ユダヤ教は律法と会堂を中心とするラビ的ユダヤ教
へ大きく変容しました。一方、キリスト教は「イエスを真の神殿」と捉え、神殿に依存しない霊的礼拝
（ヨハネ4:21–24 など）を打ち出すようになりました。その結果、ユダヤ教とキリスト教の礼拝形態は
さらにはっきり分かれていきます。

3. まとめ  

ディアスポラ会堂は大きな宣教の入り口
初期キリスト教にとって、ディアスポラのユダヤ人会堂は旧約聖書を共有しているため共通言語を持
ち、宣教の第一の足掛かりになりました。
神殿崇拝が衰退し、会堂を中心としたユダヤ人コミュニティが主流に
70年の神殿崩壊以後、ユダヤ教は会堂を中心としたラビ的伝統を確立していきました。
キリスト者は会堂からも離脱し、教会という新しい礼拝共同体を形成
初期には会堂で礼拝しつつイエスを信じるユダヤ人キリスト者も多かったものの、ユダヤ教主流との対
立や信仰の理解の差が広がることで、独立した教会の存在が確立されていきました。

結局、ディアスポラのユダヤ人コミュニティは、初期キリスト教が広まるための重要な土壌となったのは事
実です。その中で「神殿を中心とする祭儀」から「会堂中心の礼拝」へ変化していたユダヤ人たちの姿があ
り、同時に「会堂からキリスト教会へ」と移行していく者たちが出てきた、という歴史的流れが確認できま
す。

小アジアが、ディアスポラの一大拠点であったという記録
は、聖書以外にありますか？

 

OpenAI o1  

小アジアがユダヤ人ディアスポラの一大拠点であったことを示す、聖書外の証拠

小アジア（ローマ帝国のアジア属州、現代のトルコ西部付近）がディアスポラの中心地の一つだったこと
は、新約聖書（使徒言行録など）だけでなく、ヨセフス（Josephus）の著作や考古学的・碑文史料など、
複数の聖書外資料からも確認できます。

1. ヨセフスの記述  
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フラウィウス・ヨセフス（1世紀のユダヤ人歴史家）は、ユダヤ戦争からローマ側に取り立てられた経緯も
あって、ローマ帝国下でのユダヤ人コミュニティの様子を多面的に記録しています。彼の主要著作には以下
があります。

『ユダヤ古代誌（Antiquities of the Jews）』
『ユダヤ戦記（Jewish War）』
『アピオーンへの反論（Against Apion）』

これらの中で、小アジアに存在するユダヤ人集団をめぐるローマ帝国の公文書や、都市当局とのやりとりが
引用されています。特に『ユダヤ古代誌』第14巻（14.213–216, 14.223–227など）では、ローマの元老院や
地方都市がユダヤ人の礼拝の自由や祝祭日の遵守を容認してきたことを示す布告や手紙がいくつか紹介され
ており、その対象となる都市の多くが小アジアに位置することがわかります。

たとえばペルガモン、ハリカルナッソス、エフェソスなど、小アジア西部の重要都市の名前が登場
し、ユダヤ人が古くからコミュニティを持ち、公共の場で集会を持つことが許可されていた形跡を読
み取れます。

2. 考古学的・碑文史料  

小アジアの各地、特に古代の大都市では、考古学的に発見されたシナゴーグの遺構や、ユダヤ人を示唆する
碑文・刻印などがいくつも見つかっています。

1. サルデスのシナゴーグ遺跡
小アジア西部のサルデス（黙示録にも登場する町）は、2世紀から3世紀にかけて機能していた大規模な
シナゴーグの遺跡が発掘されています。ヘレニズム的な装飾も施されており、ディアスポラのユダヤ人
コミュニティがかなり豊かだったことを示唆します。

2. 碑文や刻印
エフェソス、ペルガモン、ミレトスなど、小アジアの著名都市からユダヤ人に関するギリシア語
やラテン語の碑文が発見されています。たとえば「ヘブライ人（Ἑβραῖοι）」や「ユダヤ人
（Ἰουδαῖοι）」に関する言及、シナゴーグを示す可能性のある用語、寄進者の名前がユダヤ系と推
測できるものなどが含まれます。
「敬虔な異邦人（God-fearers）」を示唆する碑文もいくつか見られ、ユダヤ教の会堂に出入りし
ながら改宗までは至らない人々がいたことがわかります。

3. 硬貨・貨幣の発見
ユダヤ人が持ち込んだと思われる貨幣（パレスチナ地方の通貨を含む）が小アジアの遺跡から見つかる
ケースもあり、交易・商業活動に携わっていた事例を示唆しています。

3. ローマ帝国の法令と行政文書  

ローマ帝国は、小アジアをはじめ各地のディアスポラ・ユダヤ人に対して一定の自治権や礼拝の自由を認
め、時にはユダヤ人住民の要望に応じて布告（エディクト）を出していました。ヨセフスの引用文献以外に
も、ローマ地方行政の公文書（断片的）や、その後のギリシア語・ラテン語碑文に転写された形でこれが
残っていることがあります。
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ユダヤ人の祭日尊重の布告
小アジアのいくつかの都市では、安息日やユダヤの祭日に公務を免除するなど、特別な配慮をする規定
が定められていました。

4. まとめ  

1. ヨセフスの記述
『ユダヤ古代誌』などで、小アジアを含むローマ帝国各地のユダヤ人コミュニティが相当に広範
囲に点在していたこと、そしてそれを裏付ける布告や手紙（ペルガモン、エフェソスなど）を引
用している。

2. 考古学・碑文証拠
サルデスのシナゴーグなど大規模遺跡が存在し、多数の石碑や刻印（神を畏れる異邦人、ユダヤ
人名など）からコミュニティの実態が確認される。

3. ローマ帝国の法令
ローマの地方行政がユダヤ人住民の固有の祭礼や習慣を一定程度公認していたことが、小アジア
各都市の公文書や布告文に反映されている。

こうした複数の聖書外の資料からも、小アジアは1世紀前後に相当数のユダヤ人が居住する主要なディアス
ポラの拠点だったと総合的に判断されています。したがって、新約聖書に描かれるパウロの宣教拠点や黙示
録の宛先（アジアの七つの教会）にも、その社会的背景として大きなユダヤ人コミュニティの存在があった
ことが裏付けられるわけです。

北アフリカ、エジプトにも大きなディアスポラのコミュニ
ティがあったと思いますが、AD70年に近い頃には縮小してい
たということですか？

 

OpenAI o1  

エジプト・北アフリカのディアスポラがAD70年頃に縮小していたかどうか

結論から言うと、AD70年前後の時点でエジプトや北アフリカのユダヤ人ディアスポラが顕著に縮小したと
断定できる記録や証拠はありません。むしろ、当時の大きなユダヤ人コミュニティとしては、小アジア（ア
ジア属州）だけでなく、エジプトのアレクサンドリアをはじめ北アフリカ諸都市にも相当数のユダヤ人が存
在していたことが確かめられています。

ただし、その後（1世紀末から2世紀にかけて）の大きな出来事—特にキトスの乱（Kitos War, 115–117年
頃）—によって、エジプトや北アフリカ、キプロス島などのディアスポラ共同体が深刻な打撃を受け、多く
が壊滅的被害を受けたことは歴史的に確認されています。これと比べると、AD70年のエルサレム神殿崩壊
の影響は、直接的にはパレスチナ本土のユダヤ教社会に大打撃を与えましたが、その時点で北アフリカを含
むディアスポラ全体が一気に縮小したという証拠は多くありません。

1. AD70年当時のエジプト・北アフリカのディアスポラ  

1. アレクサンドリアのユダヤ人社会
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エジプトのアレクサンドリアは古くから大規模なユダヤ人共同体が栄え、ヘレニズム文化との融
合が進んでいました。フィロン（Philo of Alexandria, 1世紀前半のユダヤ人哲学者）が活躍したこ
とでも知られ、当時は数十万人規模のユダヤ人が居住していたと推定する研究者もいるほどで
す。
紀元1世紀半ばには、ギリシア系住民との深刻な対立（AD38年のアレクサンドリア暴動など）が
起こりましたが、その後もユダヤ人コミュニティ自体が完全に消滅したわけではなく、引き続き
大きな存在感を持っていたとみられます。

2. 北アフリカの都市部（キレナイカなど）
使徒言行録2:10でも「リビヤ地方、キレネに近い所から来た人々」が言及されているように、北
アフリカにも古くからユダヤ人共同体が存在していました。
ヨセフスの記述やローマ帝国時代の碑文などからも、北アフリカに一定数のユダヤ人が住み、商
業や社会活動を営んでいたことがうかがえます。

結局、AD70年前後の段階でエジプトや北アフリカの共同体が「衰退した」「縮小した」という直接的な証
言は見つかっていません。一方、小アジアのディアスポラが活発化したのは事実ですが、それがエジプトや
北アフリカが同時期に衰えたというよりも、ローマ帝国内の複数地域でユダヤ人コミュニティが並行して大
きくなっていたと見るほうが自然です。

2. 後の混乱：キトスの乱（AD115–117年）による大打撃  

キトスの乱（Kitos War）
ユダヤ戦争（66–70年）から数十年後、トラヤヌス帝（在位98–117年）の時期に起こった大規模反乱で
す。ローマ帝国領内のディアスポラ・ユダヤ人が北アフリカ（キレナイカ、エジプト）、キプロス島、
メソポタミアなどで蜂起し、大きな反ローマ闘争に発展しました。

これに対するローマ軍の鎮圧は苛烈を極め、各地のユダヤ人コミュニティが甚大な被害を受けた
と古代の史料（カッシウス・ディオなど）に記録されています。
その結果、エジプトや北アフリカ、キプロスなどのユダヤ人共同体は事実上壊滅的な打撃を被
り、以後立ち直りが大きく遅れたと考えられています。

このように、1世紀末から2世紀にかけては大きな戦乱や反乱が何度か起こり、そのたびにディアスポラ共同
体も打撃を被りました。しかし、AD70年の時点で北アフリカやエジプトのユダヤ社会がすでに縮小し始め
ていたかというと、史料的には必ずしもそうとは言えません。少なくとも70年以降すぐに激減したというよ
りは、その後の政治的・軍事的事件（特にキトスの乱）が引き金となって大幅に人口が減り、コミュニティ
が消滅した地域もあった、というのが定説です。

まとめ  

1. AD70年（エルサレム神殿崩壊）時点で、エジプト・北アフリカのディアスポラが急速に縮小したとい
う明確な証拠はない

アレクサンドリアやキレナイカを中心とする大きな共同体が依然として存在し、後年の反乱まで
継続していたと考えられます。

2. 2世紀初頭のキトスの乱（115–117年頃）こそ、エジプト・北アフリカのユダヤ共同体を壊滅的に衰退
させた大きな転換点
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ローマの激しい鎮圧と報復によって、これらの地域のユダヤ人人口が激減し、結果としてその後
の歴史で目立った再興が見られない地域も多くありました。

したがって、AD70年に近い頃（1世紀後半）にはまだエジプトや北アフリカのディアスポラは相当数を保っ
ており、その縮小が顕著になるのは2世紀の初頭、キトスの乱以降という理解が一般的です。

小アジアの方が、ローマ帝国にとって重要な地域だったとい
うことですか？

 

OpenAI o1  

ローマ帝国において小アジアは非常に重要な地域の一つでしたが、それがエジプトや北アフリカに比べて
「絶対的に上位」というわけではありません。 それぞれの地域が、ローマ帝国にとって重要性をもつ要因や
役割が異なっていたと考えられます。

1. 小アジア（アジア属州）の重要性  
1. 交易・商業の中心
小アジア西部（アジア属州）はエーゲ海と地中海世界の交易ルートの要衝で、エフェソスやペルガモ
ン、スミルナなどの大都市は経済的に発展し、ローマ帝国に多大な税収や交易収益をもたらしました。

2. 文化・宗教の多様性
ヘレニズム文化が色濃く残っており、ギリシア系住民や東方の影響など、多彩な文化的背景をもつ人々
が暮らしていました。ローマとしては、こうした都市がローマ皇帝崇拝の拠点やアジアの行政管理の中
心地となる点を重視していました。

3. 皇帝礼拝の盛行
小アジアの諸都市が競って皇帝崇拝の神殿を建立するなど、ローマ皇帝への忠誠をアピールする動きが
強かったことも、皇帝から見れば統治上の重要ポイントでした。

2. エジプト・北アフリカの重要性  
一方で、エジプトや北アフリカも別の意味で極めて重要な地域でした。

1. 穀物生産と食糧供給
エジプトはナイル川流域の豊かな農地を背景に、小アジアとは別次元で帝国の食糧生産・供給の
中心でした。とりわけ、首都ローマやイタリア本土における穀物需給を支える役割が非常に大き
かったとされています。
北アフリカ（ヌミディア、キレナイカなど）も穀物生産が盛んで、ローマ帝国の「穀倉」と呼ばれ
るほどであった地域があります。

2. 戦略拠点と防衛線
エジプトは、東方への通路でもあり、紅海やインド洋交易へのアクセスにも関わるため、ローマ
帝国が軍団を駐屯させ、厳重な統制下に置いていた大切な戦略拠点でした。
北アフリカの沿岸地域（カルタゴなど）は帝国初期から植民都市として発展し、ローマの統治に
とって安定的な拠点でもありました。

2025-03-16

8 / 9



3. 文化的影響・ヘレニズムの伝統
エジプトのアレクサンドリアはヘレニズム文化の中心地でもあり、図書館や学術研究で有名で
す。都市としての国際性・知的影響力は小アジアの諸都市にも劣らず、別のかたちで帝国に貢献し
ていました。

3. まとめ：それぞれの地域が違った形で“要衝”  
小アジアの場合

交易・商業が発展した都市と交通路の結節点
皇帝礼拝の拠点として政治的・宗教的に重視
地中海沿岸世界との連絡ルートを強固にし、税収を潤沢にもたらす

エジプト・北アフリカの場合
帝国全体の穀物需要を支える農業地帯（特にエジプト）
アレクサンドリアなどの知的中心地、北アフリカ沿岸部の軍事・行政拠点
食糧供給と海上交易の要

したがって、ローマ帝国が「小アジアを最優先に重視し、エジプトや北アフリカはその下位だった」という
単純な対比ではなく、各地域が異なる要因で重要視されていたと考えられます。地理的条件・経済構造・軍
事的戦略上の役割が異なるため、いずれも帝国経営には欠かせない“要”の地域でした。
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